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1. 次のギブス–ヘルムホルツの関係式を導け．
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とマクスウェルの関係式を用いて，断熱曲線の式(
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を導け．

3. 1気圧 (≃ 1.0× 105 Pa)，100◦Cでの水の気化熱は 4.1× 104 J/molである．クラペイロン
の式を用いて，0.9気圧での水の沸点を求めよ．ただし，水蒸気の密度は水の密度に比べ
て十分に小さいとし，水蒸気を理想気体とせよ．

解答
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